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永
正
八
年
七
月
二
十
五
日
御
会
和
歌
懐
紙
に
つ
い
て

室
町
期
の
記
録
や
詠
草
類
に
は
、
当
時
し
ば
し
ば
催
さ
れ
て
い
た
和
歌

会
が
記
録
さ
れ
、
そ
の
作
品
も

一
部
の
私
家
集
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る

の
に
よ
っ
て
、
様
相
を
わ
ず
か
な
が
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
参

加
者
や
す
べ
て
の
和
歌
と
な
る
と
明
ら
か
で
な
い
し
、
な
お
さ
ら
そ
の
場

に
提
出
さ
れ
た
懐
紙
と
な
る
と
、
資
料
そ
の
も
の
は
数
多
く
存
す
る
も
の

の
、
大
半
は
日
付
が
な
い
だ
け
に
、
い
つ
の
折
の
作
品
な
の
か
判
断
は
き

わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ

て
、
永
正
八
年

（
一
五

一
一
）
七
月
二
十
五
日
の
和
歌
会
の
懐
紙
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
な
資
料
で
、
し
か
も
二
十
八
幅
と
い
う
ま
と
ま
り
が
あ
り
、

宮
中
に
お
け
る
御
会
の
規
模
や
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
を
知
る
上
に
お
い
て
貴

重
な
存
在
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
懐
紙
は
、

「思
文
閣
墨
蹟
資
料
目
録
」

第
二
五
三
号

（平
成
五
年
七
月
）
に
掲
載
さ
れ
、
そ
の
後

一
括
大
阪
青
山

短
期
大
学
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

和
歌
会
で
提
出
さ
れ
た
懐
紙
の
散
逸
を
避
け
る
た
め
な
の
で
あ
ろ
う
、

巻
子
本
に
仕
立
て
て
貼
り
込
ん
だ
ら
し
く
、
収
め
ら
れ
て
い
た
古
い
箱
が

残
さ
れ
て
お
り
、
蓋
に
は

「永
正
八
年
七
月
廿
五
日
御
会
　
後
柏
原
院

伊

井

　

春

樹

一
座
懐
紙
　
一
巻
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
形
態
は
、
そ
の

巻
子
か
ら

一
葉
ず
つ
引
き
剥
が
し
て
二
十
八
幅
に
す
る
が
、
装
丁
の
新
し

さ
か
ら
す
る
と
近
年
に
な
っ
て
の
処
置
で
あ
ろ
う
。

懐
紙
に
は
、
初
め
に

「
秋
日
詠
三
首
和
歌
」
と
し
、

「
初
秋
月
」

「
風

前
薄
」

「寄
玉
恋
」
の
三
首
が
記
さ
れ
て
お
り
、
現
存
本
の
詠
者
は

「式

部
卿
邦
高
親
王
」

「
正
三
位
実
隆
」
な
ど
二
十
八
人
で
あ
る
。
こ
れ
が
箱

書
の
よ
う
に
永
正
八
年
七
月
二
十
五
日
の
御
会
和
歌
で
あ
る
こ
と
は
、
記

録
類
に
は
見
い
だ
せ
な
い
も
の
の
、

『再
昌
草
』

（第
十

一
）
に
は
連
続

し
て
、

（七
月
）
廿
四
日
、
公
宴
懐
紙

初
秋
月

よ
そ
よ
り
も
月
の
宮
こ
の
秋
や
う
き
影
み
る
水
ぞ
先
は
す
ゞ
し
き

（
二
〇

一
三
）

風
前
薄

こ
と
草
や
な
き
心
ち
す
る
花
薄
袖
の
な
か
な
る
野
べ
の
秋
風

（
二
〇

一
四
）
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寄
玉
恋

か
め
の
う
へ
の
山
な
る
玉
の
枝
な
れ
や
お
り
て
み
が
た
き
恋
の
な
き

き
は

（
一
〇

一
五
）

と
あ
り
、

「雪
玉
集
』
に
も

「
初
秋
月
」

（永
正
八
七
廿
五
御
月
次
、
九

二
三
）

「
風
前
薄
」

（永
正
八
七
十
五
御
月
次
、　
一
〇

一
九
）

「寄
玉
恋
」

（永
正
八
七
御
月
次
、
二
一
一
三
）
と
し
て
収
め
ら
、
し
か
も
実
隆
の
懐

紙
の
歌
と

一
致
す
る
の
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
そ
の
折
の
一詠
と
知
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
た
だ
、

『再
昌
草
』
で
は
二
十
四
日
と
し
、　
冨
ヨ玉
集
』
で
は

二
十
五
日
と
し
て
日
付
の
異
な
る
の
は
、
御
会
の
前
日
に
整
理
し
た
こ
と

に
よ
る
ず
れ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

公
条
の

『称
名
院
家
集
』
に
も
、

初
秋
月

嵯
べ
嘲
Ｉ
の
風
は
音
の
み
月
か
げ
の
め
に
は
さ
や
か
に
秋
を
み
せ
け

る

（五
〇
〇
）

風
前
薄

建
麟
』
ぎ
ゝ
な
る
ゝ
を
み
れ
ば
花
薄
人
の
袖
ま
で
露
の
あ
き
か
ぜ

（五
七

一
）

寄
玉
恋

雌
暖
錫
汗
う
か
べ
る
泡
の
王
と
だ
に
み
せ
ば
や
人
に
あ
だ
の
い
の
ち

を

（
一
一
言
一六
）

と
三
首
を
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
も
懐
紙
の
歌
と

一
致
す
る
の
に

よ
っ
て
、
箱
書
き
の
通
り
、
ま
さ
に
永
正
八
年
七
月
二
十
五
日
の
月
次
に

よ
る
御
会
和
歌
の
懐
紙
で
あ
る
と
知
ら
れ
の
で
あ
る
。
た
だ
、
現
存
の
懐

紙
に
は
永
正
八
年
七
月
の
御
会
で
あ
る
旨
の
記
録
は

一
切
添
え
ら
れ
て
い

な
い
が
、
か
つ
て
は
極
札
な
り
添
状
が
伝
来
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
箱

書
も
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

『碧
玉
集
』

（政
為
）
に
も
、

初
秋
月
　
水ヽ
正
八
年
七
月
廿
五
日
禁
中
月
次
御
会

せ
み
の
声
の
こ
る
も
す
ゞ
し
月
は
は
や
木
の
ま
を
秋
と
も
り
そ
む
る

迄

（四
八
〇
）

風
前
薄
　
水ヽ
正
八
年
七
月
廿
五
日
禁
中
月
次
御
会

な
び
き
あ
ふ
お
ば
な
は
し
る
や
秋
風
に
た
が
お
も
ひ
ぐ
さ
色
に
い
づ

ら
む

（
四
二
九
）

お
な
じ
心

（寄
玉
恋
）
を
永
正
八
年
七
月
廿
五
日
禁
中
月
次
御

会
に

お
も
ふ
か
ひ
あ
り
て
ひ
ろ
は
む
玉
も
が
な
枕
の
下
の
し
ほ
ひ
ま
つ
身

に

（九
八

一
）

と
、
こ
こ
で
も
同
日
の
月
次
御
会
出
詠
歌
が
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
箱
に
は

「後
柏
原
院
　
一
座
懐
紙
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

巻
子
本
の
形
態
を
保
っ
て
い
た
折
に
は
、
冒
頭
に
御
会
の
主
催
者
で
も
あ

る
後
柏
原
院
の
懐
紙
が
押
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
、
幅
装
さ
れ
た
後
に
散
逸

し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
後
柏
原
院
の

『柏
玉
集
』

（私

家
集
大
成
）
に
こ
の
歌
題
の
歌
を
求
め
る
と
、

初
秋
月

手
に
な
ら
す
物
に
も
が
な
や
秋
立
て
扇
に
か
へ
る
袖
の
月
か
げ

（巻

四
秋
上
、
六
三
二
）

風
前
薄
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か
ぜ
た
か
き
柳
は
あ
れ
ど
我
か
ど
の
一
む
ら
す
ゝ
き
先
み
だ
れ
つ
ゝ

（同
、
六
九

一
）

寄
玉
恋

滝
つ
せ
に
玉
ち
る
程
の
思
ひ
を
も
誰
な
く
さ
め
て
袖
は
ほ
さ
ま
し

（巻
七
恋
上
、　
〓
二
五
四
）

と
見
い
だ
し
、
ほ
か
に
同
題
の
歌
は
な
い
の
で
、
こ
の
三
首
が
同
じ
永
正

八
年
七
月
の
御
会
に
よ
る
懐
紙
和
歌
で
あ
り
、
本
来
は
つ
れ
と
し
て
存
在

し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

「後
奈
良
院
御
集
』
に
も
、

初
秋
月
解
幣
五

夕
月
よ
ひ
か
り
の
中
に
し
ら
る
ゝ
や
み
に
し
む
色
の
秋
の
初
か
せ

（
一
一一一）
風
前
薄
田

山
も
と
の
霧
の
絶
間
の
む
ら
／
ヽ
に
尾
花
を
み
す
る
野
べ
の
夕
風

（
一
四
）
寄
玉
恋
萌

は
か
な
し
や
袖
の
な
み
だ
の
玉
の
を
の
あ
は
ず
は
何
に
み
だ
れ
そ
め

け
ん

（
一
五
）

と
、
同
題
で
連
続
し
て
収
載
さ
れ
、
七
月
二
十
五
日
の
月
次
と
の
注
記
に

よ
っ
て
後
奈
良
院
も
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ほ
か
の
家
集

に
も
同
題
の
和
歌
が
見
ら
れ
は
す
る
が
、
三
題
と
も
重
な
る
例
は
な
い
た

め
、
今
の
と
こ
ろ
追
加
で
き
る
の
は
二
人
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
現

存
す
る
二
十
八
人
の
ほ
か
に
、
少
な
く
と
後
柏
原
天
皇
、
後
奈
良
院
、
政

為
も
御
会
和
歌
に
出
詠
し
て
い
た
は
ず
で
、
こ
れ
だ
と
三
十

一
人
か
ら
の

構
成
に
よ
る
和
歌
会
だ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
七
月
二
十
五
日
の
和
歌
会
に
つ
い
て
、

「
御
月
次
」
と
す

る
の
に
よ
っ
て
、
毎
月
定
期
的
に
催
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
が
、

「実
隆
公

記
』
等
に
は
そ
れ
を
確
か
め
る
記
述
は
な
い
。
そ
こ
で
永
正
八
年
に
限
り
、

和
歌
会
が
催
さ
れ
た
日
程
に
つ
い
て

『再
昌
草
』
を
見
る
と
、
正
月
十
九

日
禁
裏
御
会
始

。
二
月
二
十
四
日
公
宴
懐
紙

・
五
月
二
十
四
日
公
宴
懐
紙

・
七
月
二
十
四
　
　
日
公
宴
懐
紙

。
九
月
二
十

一
日
公
宴
懐
紙

。
十

一
月

二
十
四
日
公
宴
懐
紙
、
と
奇
数
月
の
二
十
過
ぎ
に
懐
紙
に
よ
る
歌
会
の
存

在
が
判
明
す
る
。　
コ
ヨ
玉
集
』
に
な
る
と
、
部
立
に
よ
っ
て
配
列
さ
れ
て

い
る
た
め
各
所
に
分
散
さ
れ
て
は
い
る
が
、

「永
正
八
正
十
九
」
と
す
る

正
月
の
御
会
始
ほ
か
、

「永
正
八
二
御
月
次
」

「永
正
八
三
御
月
次
」

「
永
正
八
四
御
月
次
」

「永
正
八
五
御
月
次
」

「永
正
八
六
御
月
次
」

「
永
正
八
七
廿
五
御
月
次
」

「
水
正
八
八
御
月
次
」

「
永
正
八
九
御
月
次
」

「永
正
八
十
御
月
次
」

「永
正
八
十

一
御
月
次
」
と
、
二
月
か
ら
十

一
月

ま
で
月
次
に
よ
る
歌
会
が
催
さ
れ
、
実
隆
は
す
べ
て
に
参
加
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
年
の
御
会
の

一
部
の
資
料
を
収
め
た
家
集

と
し
て
ほ
か
に

『後
奈
良
院
御
集
』
と

『姉
小
路
済
継
卿
詠
草
』
が
あ
る

の
で
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
一
覧
表
に
す
る
と
次
の
頁
の
よ
う
に
な
る
。

な
お
、

「姉
小
路
済
継
卿
詠
草
』
に
は
、

「永
正
八
正
廿
五
御
月
次
」

と
し
て

「寄
若
嘉^
ぼ
言
」
、

「永
正
八
三
」
と
し
て

「
花
下
言
志
」
の
一

首
、

「永
正
八
五
」
に
は

「夏
杜
」

「夏
鳥
」

「
夏
夢
」
の
三
首
を
見
い

だ
す
。
こ
こ
で
は
日
付
の
あ
る
歌
題
を
抜
き
出
し
て
み
た
が
、　
一
連
の
御

会
で
は
な
い
歌
会
題
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
、
各
作
品
で
題
が
共
通
し
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な
い
例
も
存
す
る
。
と
こ
ろ
が
、

『再
昌
草
』
に
記
さ
れ
て
い
た
奇
数
月

の
公
宴
懐
紙
題
だ
け
は
い
ず
れ
の
資
料
に
も
存
す
る
よ
う
で
、
こ
れ
が
懐

紙
に
よ
る
兼
日
題
の
歌
会
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
と
も
か
く
、

そ
の
一
環
と
し
て
七
月
二
十
五
日
の
御
会
が
存
し
、
そ
の
参
加
者
に
よ
る

懐
紙
が
こ
こ
に
紹
介
す
る
二
十
八
点
の
資
料
と
い
う
わ
け
で
、
そ
の
様
相

を
知
る
具
体
的
な
資
料
と
し
て
貴
重
な
存
在
と
い
え
る
。
以
下
、
仮
の
通

し
番
号
を
付
し
て
懐
紙
の
本
文
を
翻
字
し
て
お
い
た
。

正
月

一
九
日

二
月
二
五
日

二
月
二
四
日

四
月
二
十
五
日

五
月
二
五
日

六
月

一
五
日

寄
若
菜
祝
言

海
霞
待
恋夏

杜
夏
鳥
夏
夢
都
立
春

鹿
声
夜
友

寄
若
菜
祝
言

花
下
言
志

残
花
薫
風

忍
伝
書
恋

寄
若
菜
祝
言

春
雨
野
分
野
宿
花
下
言
志

残
花
薫
風

忍
伝
書
恋

暁
博
衣

春
日
寄
名
所
恋

夏
杜
夏
鳥
夏
夢
谷
蕨
閑
居
虫

寄
若
菜
祝
言

初
雪
郭
公

花
下
言
志

残
花
薫
風

忍
偽
書
恋

初
秋
夏
旅委完晏詈是

似
春

七
月
二
五
日

八
月九

月
二
一
日

一
〇
月

一
一
月
二
四
日

寄 風 初
玉 前 秋
恋 薄 月

葦
間
水
鳥

山
家
雪
朝

恋
不
依
人

夕
霧
蔦
懸
松

窓
灯

葦
間
水
烏

山
家
雪
朝

恋
不
依
人

初
秋
月

風
前
薄

寄
玉
恋

癖癖月
　一初秋月

［̈い　一『̈
一恋薄声

虫
怨

　

　

一
歳
暮
近

蔦
懸
松

　

一
蔦
懸
松

恋
不
依
人

一
恋
不
依
人

姜̈罐調一一［水鳥
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